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私
は
今
後
六
囘
に
亙
つ
て
此
の
題
目
の
下
に
、
過
去
の
支
那
に
現
は
れ
た
四

人
の
大
人
物
、
即
ち
孔
子
・
始
皇
帝
・
張
騫
・
諸
葛
亮
四
人
の
事
蹟
を
紹
介
せ

う
と
欲



ふ
。
今
日
は
民
衆
萬
能
の
時
代
で
、
最
早
偉
人
英
雄
の
時
代
で
な
い
。

今
更
偉
人
な
ど
を
擔
ぎ
出
す
の
は
、
時
代
錯
誤
か
も
知
れ
ぬ
。
併
し
カ
ー
ラ
イ

ル
も
い
へ
る
如
く
、
世
界
の
歴
史
は
畢
竟
偉
人
の
歴
史
に
過
ぎ
ぬ
。
過
去
の
歴

史
か
ら
偉
人
の
事
業
・
功
績
を
除
き
去
れ
ば
、
實
に
寂
寥
た
る
も
の
で
あ
る
。

殊
に
支
那
の
如
き
國
柄
　
　
支
那
人
の
理
想
的
政
治
論
に
從
へ
ば
、
第
一
番
の

大
人
物
が
天
子
と
な
り
、
そ
の
次
の
人
物
が
大
臣
と
な
り
て
人
民
を
指
導
し
、

人
民
は
無
條
件
に
そ
の
指
導
に
從
ふ
の
が
義
務
と
認
め
ら
れ
て
ゐ
る
　
　
で
は
、

偉
人
の
勢
力
が
尤
も
大
に
、
影
響
が
尤
も
廣
い
。
支
那
で
は
一
國
一
人
を
以
て

興
り
、
一
人
を
以
て
亡
ぶ
と
い
ふ
程
で
、
一
代
の
興
亡
は
、
そ
の
時
代
に
偉
人

の
有
無
に
據
つ
て
決
定
す
る
か
の
如
く
、
そ
れ
程
偉
人
の
位
置
が
重
い
。
そ
の

時
代
の
偉
人
の
事
蹟
を
調
べ
る
と
、
そ
の
時
代
の
歴
史
の
大
半
を
了
解
す
る
こ

と
が
出
來
る
。
今
日
の
支
那
の
現
状
を
見
て
は
、
愛
想
も
盡
き
る
が
、
過
去
の

支
那
に
は
、
中
々
多
く
の
偉
人
が
出
て
居
る
。
そ
れ
等
の
偉
人
の
事
蹟
は
、
何

か
の
點
に
於
て
吾
人
修
養
の
手
本
に
も
な
れ
ば
、
同
時
に
支
那
に
於
け
る
文
化

發
展
の
記
念
碑
と
も
認
め
る
こ
と
が
出
來
る
と
思
ふ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
孔
子
（
上
）

　
第
一
番
に
紹
介
す
べ
き
は
孔
子
で
あ
る
。
孔
子
の
事
蹟
は
餘
り
に
廣
く
世
間

に
知
れ
渡
つ
て
居
つ
て
、
態
〻
茲
に
紹
介
す
る
に
及
ば
ぬ
か
と
思
ふ
。
併
し
支

那
の
偉
人
の
中
に
、
決
し
て
孔
子
を
逸
す
る
事
が
出
來
ぬ
。
そ
れ
で
簡
單
に
申

述
べ
た
い
。
委
細
の
事
蹟
は
、
清
の
崔
述
の
『
洙
泗
考
信
録
』
や
、
我
が
蟹
江

博
士
の
『
孔
子
研
究
』
等
に
讓
つ
て
、
二
三
の
注
意
す
べ
き
事
蹟
を
紹
介
い
た

さ
う
と
思
ふ
。

　
孔
子
は
元
來
殷
の
後
で
、
宋
の
公
族
の
裔
で
あ
る
。
孔
子
の
出
生
よ
り
百
數

十
年
前
に
、
孔
子
の
祖
先
は
或
る
事
情
に
餘
儀
な
く
さ
れ
て
、
宋
を
去
り
魯
に

移
つ
た
故
、
孔
子
の
一
家
は
魯
の
人
と
な
つ
た
の
で
あ
る
。
孔
子
の
祖
先
の
中

に
は
、
或
は
忠
義
の
人
、
或
は
道
徳
高
き
人
、
學
問
あ
る
人
、
勇
力
あ
る
人
な

ど
多
く
輩
出
し
て
居
る
。
そ
の
家
か
ら
孔
子
の
如
き
聖
人
の
生
れ
た
の
も
、
偶

然
で
あ
る
ま
い
。
孔
子
の
出
生
は
、
普
通
に
『
史
記
』
に
據
つ
て
、
魯
の
襄
公

二
十
二
年
（
西
紀
前
五
五
一
）
と
な
つ
て
居
る
が
、
之
は
『
公
羊
傳
』
や
『
穀

梁
傳
』
に
據
つ
て
、
襄
公
の
二
十
一
年
の
出
生
と
す
る
方
が
正
し
い
。
哀
公
の

十
六
年
（
西
紀
前
四
七
九
）
に
、
七
十
四
歳
で
世
を
辭
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
孔
子
の
生
誕
地
は
『
史
記
』
に
よ
る
と
、
魯
の
昌
平
郷
陬
邑
で
あ
る
。
大
體

に
於
て
今
の
山
東
省
の
曲
阜
縣
の
文
廟
の
所
在
地
に
當
る
と
い
ふ
。
『
孔
子
家

語
』
に
よ
る
と
、
孔
子
の
父
の
叔
梁
紇
（
或
は
陬
梁
紇
）
は
、
孔
子
の
三
歳
の

時
に
歿
し
て
居
る
。
兔
に
角
孔
子
が
早
く
そ
の
父
を
喪
つ
て
、
母
の
手
に
養
は

れ
た
こ
と
は
疑
ひ
な
い
。
世
界
の
偉
人
の
傳
記
を
調
べ
る
と
、
釋
迦
も
降
誕
と

同
時
に
そ
の
母
を
喪
ひ
、
マ
ホ
メ
ッ
ト
は
更
に
不
幸
で
、
母
の
胎
内
に
在
る
頃

に
そ
の
父
を
喪
ひ
、
七
歳
の
時
に
そ
の
母
に
も
別
れ
、
伯
父
の
家
に
養
は
れ
た
。

耶
蘇
も
又
早
く
そ
の
父
と
別
れ
て
居
る
。
兩
親
や
片
親
を
喪
つ
た
子
供
は
不
幸

に
相
違
な
い
が
、
こ
の
不
幸
者
の
中
か
ら
、
存
外
世
界
の
大
偉
人
が
現
は
れ
て

居
る
と
い
ふ
こ
と
も
、
注
意
に
價
す
る
事
實
と
思
ふ
。

　
孔
子
の
少
時
は
貧
乏
に
追
は
れ
て
、
可
な
り
生
活
に
苦
勞
さ
れ
て
居
る
。
こ

の
貧
苦
の
間
に
在
つ
て
よ
く
勉
學
さ
れ
た
。
一
體
支
那
の
古
代
で
は
、
四
十
歳

迄
は
修
養
の
時
代
で
、
四
十
歳
前
後
か
ら
仕
官
す
る
が
普
通
で
あ
つ
た
。
『
禮

記
』
の
曲
禮
に
も
、
四
十
曰
強
而
仕
と
あ
る
。
然
る
に
孔
子
の
四
十
歳
前
後
は
、
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生
憎
魯
國
の
内
亂
時
代
で
、
魯
の
君
昭
公
は
三
桓
の
爲
に
放
逐
せ
ら
れ
て
、
他

國
に
流
浪
す
る
こ
と
七
八
年
に
及
ぶ
。
孔
子
の
仕
官
し
得
る
時
機
で
な
い
。
昭

公
が
外
國
で
薨
じ
、
そ
の
弟
の
定
公
が
三
桓
に
擁
立
さ
れ
て
魯
の
君
と
な
る
と
、

間
も
な
く
孔
子
は
魯
の
國
に
登
庸
さ
る
る
こ
と
と
な
つ
た
。
孔
子
の
五
十
歳
前

後
の
こ
と
と
思
は
れ
る
。

　
孔
子
は
魯
に
用
ゐ
ら
る
る
と
、
そ
の
内
治
・
外
交
二
方
面
に
亙
つ
て
、
相
當

に
著
し
い
成
績
を
擧
げ
た
。
外
交
に
於
て
は
絶
え
ず
魯
を
脅
迫
し
た
、
隣
國
の

齊
に
對
し
て
、
そ
の
不
當
な
要
求
を
斥
け
、
獨
立
國
と
し
て
の
魯
の
面
目
を
よ

く
保
持
し
た
。

　
魯
の
内
治
の
弊
竇
は
、
公
族
の
三
桓
が
政
權
を
握
り
、
國
君
は
虚
位
を
擁
し

て
、
所
謂
尾
大
振
は
ず
と
い
ふ
點
に
あ
つ
た
。
孔
子
は
こ
の
歴
代
の
弊
竇
を
除

去
す
べ
く
、
三
桓
の
諒
解
を
求
め
て
、
そ
の
權
勢
を
抑
制
す
る
計
畫
を
實
行
し

た
が
、
そ
の
計
畫
成
る
に
な
ん
な
ん
と
し
て
、
一
部
の
反
對
に
遇
ひ
、
九
仭
の

功
を
一
簣
に
缺
く
こ
と
と
な
つ
た
。
そ
の
内
政
上
の
蹉
躓
が
原
因
と
な
つ
て
、

孔
子
は
定
公
の
十
三
年
（
西
紀
前
四
九
七
）
に
、
魯
の
政
界
か
ら
退
い
た
。

　
志
を
魯
に
絶
つ
た
孔
子
は
、
そ
の
生
國
を
去
り
、
天
下
を
周
遊
す
る
こ
と
十

三
四
年
に
及
ん
だ
が
、
矢
張
り
志
を
得
な
か
つ
た
。
そ
こ
で
魯
に
歸
つ
て
茲
に

晩
年
を
送
つ
た
。
孔
子
の
一
生
を
通
覽
す
る
と
、
大
約
左
の
三
期
に
區
別
す
る

こ
と
が
出
來
る
。

　
（
一
）
　
五
十
歳
頃
ま
で
は
修
養
に
努
め
て
、
政
治
家
と
し
て
世
に
立
つ
べ

き
機
會
を
待
つ
た
時
代
。

　
（
二
）
　
五
十
歳
頃
よ
り
六
十
八
歳
頃
ま
で
は
、
政
治
家
と
し
て
世
に
立
ち
、

若
く
ば
政
治
家
と
し
て
世
に
出
づ
べ
く
、
天
下
を
周
遊
し
た
時
代
。

　
（
三
）
　
六
十
八
歳
頃
以
後
は
政
界
に
望
を
絶
ち
、
そ
の
道
を
後
世
に
傳
へ

る
準
備
を
し
た
時
代
。

　
『
論
語
』
述
而
篇
に
甚
矣
吾
衰
也
、
久
矣
吾
不
復
夢
見
周
公
也
と
あ
る
の
は
、

政
治
家
と
し
て
周
公
の
禮
政
を
復
活
せ
ん
と
し
た
、
彼
の
素
志
の
到
底
現
實
し

難
き
を
自
覺
せ
し
時
の
失
望
の
聲
で
、
恐
ら
く
は
彼
が
望
を
政
界
に
絶
つ
た
當

時
に
發
し
た
も
の
と
想
は
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
　
孔
子
（
中
）

　
さ
て
孔
子
が
志
を
政
界
に
絶
つ
て
、
身
後
の
用
意
に
着
手
し
た
が
、
そ
の
用

意
と
は
、
畢
竟
著
述
と
弟
子
養
成
と
の
二
途
に
過
ぎ
ぬ
。
『
史
記
』
に
據
る
と
、

今
日
傳
ふ
る
所
の
五
經
、
即
ち
書
經
・
詩
經
・
易
・
禮
・
春
秋
は
、
皆
孔
子
が

筆
削
し
た
こ
と
に
な
る
。
之
に
は
多
少
の
異
説
も
あ
る
が
、
兔
に
角
一
般
に
は

し
か
く
信
ぜ
ら
れ
て
ゐ
る
。
も
し
孔
子
が
政
界
に
志
を
得
て
、
國
務
に
鞅
掌
し

て
居
つ
た
ら
、
或
は
著
述
の
餘
暇
に
乏
し
く
、
從
つ
て
經
書
を
十
分
に
筆
削
し

得
な
か
つ
た
か
も
知
れ
ぬ
。
こ
の
點
か
ら
觀
る
と
、
孔
子
が
政
治
家
と
し
て
不

遇
で
あ
つ
た
こ
と
が
、
か
へ
つ
て
經
書
の
爲
に
祝
福
す
べ
き
か
と
思
ふ
。

　
弟
子
養
成
の
こ
と
は
、
孔
子
は
三
十
而
立
、
四
十
不
惑
と
い
ふ
程
に
、
早
く

修
養
が
出
來
て
居
る
か
ら
、
四
十
歳
前
後
か
ら
已
に
若
干
の
弟
子
は
あ
つ
た
で

あ
ら
う
。
併
し
專
心
に
弟
子
の
養
成
に
努
力
し
た
の
は
、
そ
の
晩
年
の
こ
と
と

思
は
れ
る
。

　
孔
子
に
は
七
十
二
弟
子
と
て
高
弟
が
七
十
二
人
あ
る
。
そ
の
七
十
二
人
の
年

齡
の
判
明
せ
る
も
の
は
、
『
史
記
』
に
據
る
と
二
十
三
人
程
あ
る
。
そ
の
二
十

三
人
の
年
齡
を
調
べ
て
見
る
と
、
孔
子
よ
り
非
常
に
若
い
者
が
多
い
。
左
表
を

參
考
さ
れ
た
い
。

　
　
孔
子
よ
り
一
歳
乃
至
九
歳
若
き
も
の
　
　
　
　
一
人

　
　
孔
子
よ
り
十
歳
乃
至
十
九
歳
若
き
も
の
　
　
　
二
人
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孔
子
よ
り
二
十
歳
乃
至
二
十
九
歳
若
き
も
の
　
三
人

　
　
孔
子
よ
り
三
十
歳
乃
至
三
十
九
歳
若
き
も
の
　
六
人

　
　
孔
子
よ
り
四
十
歳
乃
至
四
十
九
歳
若
き
も
の
　
七
人

　
　
孔
子
よ
り
五
十
歳
乃
至
五
十
九
歳
若
き
も
の
　
四
人

　
殊
に
孔
門
の
弟
子
中
で
、
尤
も
後
世
に
名
の
聞
え
た
る
顏
囘
は
、
孔
子
よ
り

若
き
こ
と
三
十
歳
、
子
貢
は
三
十
一
歳
、
子
夏
は
四
十
四
歳
、
子
游
は
四
十
五

歳
、
曾
參
は
四
十
六
歳
、
子
張
は
四
十
八
歳
で
あ
る
。
こ
の
事
實
は
、
孔
子
が

比
較
的
晩
年
に
多
く
の
弟
子
を
養
成
し
た
、
一
つ
の
證
據
に
供
す
る
こ
と
が
出

來
る
。

　
濟
々
た
る
孔
門
の
諸
弟
子
中
、
尤
も
傑
出
し
た
の
は
、
申
す
迄
も
な
く
顏
囘

字
は
子
淵
で
あ
る
。
彼
が
孔
門
第
一
の
人
物
と
し
て
、
他
の
諸
弟
子
達
と
夐
然

隔
絶
し
て
居
つ
た
こ
と
は
、
『
論
語
』
を
一
讀
す
れ
ば
容
易
に
理
會
す
る
こ
と

が
出
來
る
。
孔
子
も
頗
る
顏
囘
を
推
賞
し
て
居
る
。
孔
門
の
諸
弟
子
の
中
で
、

子
貢
は
才
學
を
以
て
世
間
に
聞
え
、
當
時
の
一
部
の
人
達
か
ら
は
、
そ
の
師
の

孔
子
以
上
と
さ
へ
評
判
さ
れ
た
人
で
あ
る
。
そ
の
子
貢
に
孔
子
が
子
貢
自
身
と

顏
囘
と
の
優
劣
を
尋
ね
ら
れ
た
時
に
、
子
貢
は
答
へ
て
、

　
　
賜
（
子
貢
）
也
何
敢
望
囘
。
囘
也
聞
一
以
知
十
。
賜
也
聞
一
以
知
二
。

と
い
ひ
、
之
に
對
し
て
孔
子
が
、

　
　
弗
如
也
。
吾
與
女
弗
如
也
。

と
評
し
た
こ
と
が
、
『
論
語
』
の
公
冶
長
篇
に
見
え
て
居
る
。
之
に
據
つ
て
も

顏
囘
が
天
資
聰
明
の
人
で
、
孔
子
及
び
諸
弟
子
か
ら
天
才
を
以
て
遇
せ
ら
れ
た

こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
の
み
な
ら
ず
彼
と
孔
子
と
は
、
名
は
師
弟
に
し
て
情
は

父
子
の
如
く
、
孔
子
も
「
囘
也
視
予
猶
父
也
」
（
先
進
篇
）
と
申
さ
れ
て
居
る
。

孔
子
が
天
下
周
游
中
に
、
さ
る
地
方
で
遭
難
さ
れ
て
、
顏
囘
と
離
れ
離
れ
と
な

つ
た
。
孔
子
は
顏
囘
が
死
ん
だ
の
で
は
な
い
か
と
、
一
時
非
常
に
心
配
さ
れ
た

が
、
間
も
な
く
安
全
に
一
行
に
加
は
つ
た
顏
囘
は
、
孔
子
の
心
配
を
謝
し
て
、

「
子
在
。
囘
何
敢
死
」
（
先
進
篇
）
と
申
し
て
居
る
。
殆
ど
生
死
を
共
に
す
る

迄
許
し
合
つ
た
間
柄
と
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
孔
子
が
こ
の
顏
囘
に
多
大
の
望
を

屬
し
、
自
分
の
死
後
そ
の
主
義
を
後
世
に
傳
へ
、
若
く
は
そ
の
抱
負
を
世
間
に

行
ふ
に
就
い
て
、
こ
の
人
を
第
一
の
後
繼
者
と
目
指
し
て
居
つ
た
の
は
申
す
迄

も
な
い
。
所
が
こ
の
顏
囘
が
不
幸
に
し
て
短
命
で
、
孔
子
に
先
だ
つ
て
世
を
辭

し
た
。

　
顏
囘
の
死
ん
だ
年
代
は
分
明
で
な
い
。
た
だ
孔
子
の
晩
年
に
當
る
こ
と
は
疑

を
容
れ
ぬ
。
多
分
孔
子
の
七
十
歳
の
頃
か
と
想
は
れ
る
。
か
ね
て
顏
囘
に
多
大

の
望
を
掛
け
た
だ
け
、
彼
の
辭
世
に
對
し
て
、
孔
子
は
氣
の
毒
な
程
落
膽
せ
ら

れ
、
「
噫
天
喪
予
。
天
喪
予
」
（
先
進
篇
）
と
さ
へ
嘆
息
さ
れ
て
居
る
。
又
孔

子
が
顏
囘
の
家
に
往
弔
し
た
時
、
平
素
悲
喜
と
も
に
節
を
踰
え
ぬ
孔
子
に
は
似

合
は
ず
、
諸
弟
子
の
驚
き
怪
む
程
激
し
く
慟
哭
し
て
、
「
非
夫
人
之
爲
慟
而
誰

爲
」
（
先
進
篇
）
と
さ
へ
極
言
さ
れ
て
居
る
。
こ
の
後
ち
魯
の
君
哀
公
や
魯
の

大
臣
の
季
康
子
に
、
我
が
弟
子
の
こ
と
を
聞
か
れ
た
時
、
孔
子
は
何
れ
に
も
、

　
　
有
顏
囘
者
…
…
…
不
幸
短
命
死
矣
。
今
也
則
亡
（
先
進
篇
・
雍
也
篇
）

と
對
へ
て
ゐ
る
。
孔
子
が
い
つ
ま
で
も
顏
囘
を
忘
れ
得
な
か
つ
た
こ
と
が
わ
か

る
。
孔
子
の
生
涯
の
中
に
、
こ
の
顏
囘
の
死
ん
だ
時
ほ
ど
氣
の
毒
に
思
は
れ
る

時
は
な
い
。
孔
子
の
晩
年
は
極
め
て
不
幸
で
あ
つ
た
。
顏
囘
と
前
後
し
て
そ
の

實
子
の
鯉
（
伯
魚
）
を
喪
ひ
、
ま
た
愛
弟
子
の
一
人
な
る
子
路
も
衞
の
國
難
に

死
ん
だ
。
し
か
し
顏
囘
の
死
は
孔
子
に
と
つ
て
第
一
の
不
幸
で
、
こ
れ
が
爲
に

孔
子
の
身
神
に
大
な
る
痛
手
を
受
け
た
こ
と
想
像
す
る
に
餘
あ
る
。
か
く
て
顏

囘
の
死
後
三
四
年
に
し
て
、
我
が
孔
子
も
世
を
辭
さ
れ
た
。
孔
子
の
墓
は
今
の

山
東
省
の
曲
阜
縣
の
北
郊
約
十
四
五
町
ば
か
り
の
孔
林
の
中
に
在
る
。
孔
林
と

は
孔
子
を
始
め
、
そ
の
一
族
の
墓
地
で
あ
る
。
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三
　
孔
子
（
下
）

　
最
後
に
孔
子
の
人
格
に
つ
い
て
一
言
を
申
し
添
へ
た
い
。
私
は
先
年
『
斯
文
』

と
い
ふ
雜
誌
の
孔
子
追
遠
號
に
、
孔
子
の
人
格
に
關
す
る
私
見
を
披
瀝
し
て
置

い
た
か
ら
、
之
を
抄
録
し
て
茲
に
そ
の
大
要
を
紹
介
す
る
。

　
（
第
一
）
　
孔
子
の
一
生
は
平
凡
で
あ
る
。
そ
の
經
歴
も
平
凡
で
奇
蹟
が
な

く
、
そ
の
學
説
も
平
凡
で
豫
言
が
な
い
。
他
の
精
神
界
の
偉
人
に
は
、
釋
迦
で

も
、
キ
リ
ス
ト
で
も
、
マ
ホ
メ
ッ
ト
で
も
、
皆
奇
蹟
や
豫
言
が
伴
つ
て
居
る
。

彼
等
は
或
時
期
に
、
人
界
か
ら
神
界
に
移
つ
て
居
る
。
人
界
を
超
越
し
て
居
れ

ば
居
る
程
、
彼
等
を
直
ち
に
人
間
修
養
の
手
本
と
な
し
難
い
。
獨
り
孔
子
の
み

は
終
始
人
界
を
離
れ
ず
、
人
間
を
以
て
始
ま
り
、
人
間
を
以
て
終
つ
た
。
孔
子

は
そ
の
偉
人
た
る
點
に
於
て
、
釋
迦
や
キ
リ
ス
ト
や
、
マ
ホ
メ
ッ
ト
に
一
歩
も

讓
ら
ぬ
で
あ
ら
う
が
、
そ
の
經
歴
や
そ
の
學
説
は
、
や
や
平
凡
を
免
れ
ぬ
。
平

凡
の
偉
人
と
い
ふ
の
が
、
孔
子
の
特
色
で
あ
ら
う
。
支
那
經
典
の
英
譯
者
と
し

て
、
又
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
學
に
於
け
る
支
那
學
講
座
擔
任
の
最
初
の
教
授
と

し
て
名
高
い
レ
ッ
グ
は
、
曾
て
孔
子
を
評
し
て
、

　
　
公
平
の
立
場
か
ら
觀
て
、
孔
子
の
性
格
に
も
學
説
に
も
、
偉
人
の
面
影
を

　
　
見
出
し
難
い
。

と
申
し
て
居
る
。
レ
ッ
グ
の
評
は
勿
論
間
違
つ
て
居
る
が
、
そ
の
間
違
ひ
の
裡

に
も
、
平
凡
の
偉
人
た
る
孔
子
の
面
目
が
現
は
れ
て
居
る
と
思
ふ
。

　
（
第
二
）
　
上
述
の
如
く
孔
子
は
大
體
に
於
て
平
凡
で
、
た
だ
不
斷
の
努
力

に
よ
つ
て
、
偉
人
の
位
置
に
到
達
し
た
の
で
あ
る
。
孔
子
の
如
く
修
養
の
效
果

の
顯
著
な
る
人
は
、
殆
ど
他
に
比
類
が
な
か
ら
う
。
こ
の
點
が
他
の
偉
人
と
は

立
ち
優
つ
て
、
吾
人
の
修
養
の
手
本
と
し
て
、
尤
も
適
當
な
人
物
と
思
ふ
。

　
『
論
語
』
を
見
て
も
明
白
な
る
如
く
、
孔
子
は
絶
え
ず
努
力
し
て
、
年
一
年

と
進
歩
し
た
人
で
、
そ
の
進
歩
の
順
序
も
極
め
て
規
則
正
し
く
、
宛





も
學
生
が

小
學
よ
り
中
學
、
中
學
よ
り
高
等
學
校
、
高
等
學
校
よ
り
大
學
と
、
年
を
追
う

て
進
級
し
て
行
く
面
影
が
あ
つ
て
、
誰
人
に
で
も
眞
似
出
來
る
樣
な
階
級
を
歴

て
、
層
一
層
と
人
格
を
高
め
て
居
る
。
長
い
修
養
の
間
に
、
少
し
の
不
思
議
も

奇
蹟
も
な
い
。
孔
子
は
そ
の
晩
年
に
、
一
生
の
修
養
に
就
い
て
、
「
吾
十
有
五

而
志
于
學
。
三
十
而
立
。
四
十
而
不
惑
。
五
十
而
知
天
命
。
六
十
而
耳
順
。
七

十
而
從
心
所
欲
不
踰
矩
」
（
爲
政
篇
）
と
申
し
て
居
る
。
彼
が
老
の
將
に
至
ら

ん
と
す
る
の
も
忘
れ
て
、
晩
年
ま
で
孜
々
と
し
て
修
養
に
努
力
せ
し
こ
と
が
わ

か
る
。
世
界
の
偉
人
の
中
で
、
孔
子
程
修
養
に
努
力
し
た
人
は
あ
る
ま
い
。
孔

子
は
自
ら
「
我
非
生
而
知
之
者
」
（
述
而
篇
）
と
い
う
て
、
自
身
の
生
れ
な
が

ら
に
し
て
偉
人
た
る
こ
と
を
否
定
し
、
修
養
に
よ
つ
て
成
功
し
た
平
凡
の
偉
人

た
る
こ
と
を
自
白
し
て
居
る
。
後
世
の
儒
者
ら
が
孔
子
を
尊
崇
す
る
餘
り
、
孔

子
を
生
知
安
行
の
聖
人
と
し
て
、
強
い
て
凡
人
と
區
別
せ
ん
と
す
る
の
は
、
不

心
得
千
萬
と
申
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
殊
に
近
年
公
羊
學
を
唱
ふ
る
輩
が
、
孔
子
に

種
々
の
奇
蹟
を
附
會
し
、
之
を
豫
言
者
扱
せ
ん
と
す
る
は
、
實
に
孔
子
を
誣
ひ
、

孔
子
を
賊
す
る
も
の
と
申
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
（
第
三
）
　
孔
子
の
人
格
は
頗
る
圓
滿
で
あ
る
。
『
論
語
』
に
子
貢
が
孔
子

を
評
し
て
、
「
温
・
良
・
恭
・
儉
・
讓
」
（
學
而
篇
）
と
あ
る
が
、
尤
も
よ
く

孔
子
の
人
格
を
描
出
し
て
居
る
と
思
ふ
。
又
『
論
語
』
に
「
子
絶
四
。
毋
意
。

毋
必
。
毋
固
。
毋
我
」
（
子
罕
篇
）
と
あ
る
通
り
、
孔
子
は
決
し
て
我
見
を
固

執
せ
ぬ
。
彼
の
言
行
は
終
始
中
庸
で
、
極
端
や
過
激
が
な
い
。
從
つ
て
危
險
も

な
け
れ
ば
弊
害
も
尠
な
い
。

　
此
の
如
く
孔
子
は
圓
滿
な
る
人
格
を
具
へ
、
言
行
中
庸
を
失
せ
ぬ
か
ら
、
彼

は
そ
の
一
生
を
通
じ
て
、
殆
ど
他
か
ら
迫
害
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
。
彼
は
一
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生
不
遇
で
は
あ
つ
た
が
、
そ
の
學
説
そ
の
言
行
は
、
當
時
の
人
か
ら
一
般
に
尊

敬
さ
れ
て
、
決
し
て
迫
害
を
受
け
な
か
つ
た
。
桓
魋
の
難
や
、
陳
・
蔡
の
厄
な

ど
傳
へ
ら
れ
て
居
る
が
、
之
は
例
外
の
出
來
事
で
、
又
そ
の
實
情
も
明
白
で
な

い
。
た
だ
に
そ
の
當
時
許
り
で
な
く
、
後
世
に
な
つ
て
も
、
孔
子
は
殆
ど
非
難

さ
れ
た
こ
と
が
な
い
。
儒
教
に
反
對
す
る
人
々
で
も
、
孔
子
に
は
反
對
せ
ぬ
。

世
界
の
偉
人
の
中
で
も
、
孔
子
の
如
く
非
難
反
對
の
尠
な
い
人
は
稀
有
と
思
ふ
。

我
が
徳
川
時
代
の
中
世
以
後
に
國
學
が
勃
興
し
て
、
所
謂
日
本
主
義
が
流
行
す

る
と
共
に
、
あ
ら
ゆ
る
支
那
文
化
に
反
對
す
る
こ
と
に
な
つ
た
。
中
に
も
本
居

宣
長
や
平
田
篤
胤
ら
は
、
儒
教
を
攻
撃
し
て
餘
力
を
遺
さ
ず
、
儒
教
の
所
謂
聖

人
と
い
ふ
聖
人
に
、
思
ひ
切
つ
た
罵
倒
を
浴
せ
て
居
る
。
併
し
流
石
に
孔
子
だ

け
は
非
難
せ
ぬ
。
或
は
非
難
出
來
な
か
つ
た
か
も
知
れ
ぬ
。
兔
に
角
支
那
嫌
ひ

の
國
學
者
達
も
、
孔
子
だ
け
は
何
等
非
難
を
加
へ
ざ
る
の
み
な
ら
ず
、
却
つ
て

譽
め
切
つ
て
居
る
。
本
居
は
、

　
　
聖
人
と
人
は
い
へ
ど
も
、
聖
人
の
類
な
ら
め
や
、
孔
子
は
よ
き
人
。

と
詠
ん
で
居
る
。
惡
口
黨
の
旗
頭
の
平
田
す
ら
、
孔
子
は
心
も
行
も
我
が
師
翁

其
儘
だ
と
推
服
し
て
居
る
。

　
（
第
四
）
　
孔
子
は
今
よ
り
二
千
四
百
年
前
の
古
代
に
生
存
せ
し
に
拘
ら
ず
、

彼
の
日
常
生
活
の
有
樣
は
、
不
思
議
に
も
委
細
に
今
日
に
傳
つ
て
居
る
。
『
論

語
』
を
見
る
と
、
孔
子
そ
の
人
を
目

の
邊





に
見
る
樣
な
心
地
が
せ
ら
れ
、
殊
に

そ
の
郷
黨
篇
に
は
、
飮
食
よ
り
坐
臥
に
至
る
迄
、
孔
子
の
生
活
状
態
を
描
き
出

し
て
殆
ど
遺
憾
が
な
い
。
「
食
不
語
。
寢
不
言
」
と
か
、
「
立
不
中
門
。
行
不

履
閾
」
と
か
、
必
ず
し
も
大
聖
孔
子
の
行
爲
と
し
て
、
殊
に
表
出
す
る
に
當
ら

ぬ
程
の
平
凡
な
記
事
が
疊
見
し
て
居
る
。
か
か
る
飾
氣
の
な
い
僞
ら
ざ
る
、
古

代
の
偉
人
の
日
常
生
活
状
態
の
今
日
に
傳
は
る
の
は
、
孔
子
に
限
つ
た
こ
と
で
、

之
も
亦
吾
人
修
養
の
手
本
と
し
て
、
孔
子
が
他
の
偉
人
に
勝
つ
て
居
る
點
と
思

ふ
。

　
要
す
る
に
孔
子
は
平
凡
な
る
偉
人
た
る
點
、
修
養
に
よ
つ
て
向
上
し
た
經
路

の
尤
も
明
か
な
る
點
、
人
格
の
圓
滿
な
る
點
、
日
常
生
活
の
尤
も
詳
細
に
、
又

尤
も
飾
氣
な
く
傳
は
れ
る
點
、
殊
に
そ
の
終
始
人
間
離
れ
を
せ
ぬ
點
、
此
等
の

諸
點
で
、
他
の
世
界
の
偉
人
達
と
相
違
し
て
居
り
、
同
時
に
吾
人
の
修
養
の
手

本
と
し
て
、
尤
も
適
當
な
る
所
以
と
思
ふ
。
吾
々
の
如
き
平
凡
な
人
間
で
も
、

努
力
し
て
修
養
さ
へ
す
れ
ば
、
別
段
奇
蹟
の
如
き
筋
道
を
辿
ら
ず
と
も
、
孔
子

の
樣
な
位
置
に
ま
で
向
上
進
歩
す
る
こ
と
が
出
來
る
と
い
ふ
、
眞
實
の
手
本
を

示
す
點
が
、
確
に
孔
子
に
限
つ
た
特
色
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
　
諸
葛
亮
（
上
）

　
支
那
史
上
の
偉
人
と
し
て
、
私
は
第
一
に
孔
子
を
擧
げ
、
第
二
に
始
皇
帝
、

第
三
に
張
騫
を
紹
介
し
た
が
、
始
皇
帝
の
事
蹟
は
、
已
に
大
正
二
年
一
月
の

『
新
日
本
』
に
載
せ
て
あ
り
、
又
張
騫
の
事
蹟
も
、
大
正
五
年
二
月
發
行
の

『
續
史
的
研
究
』
中
に
掲
げ
て
あ
る
か
ら
（
本
全
集
第
三
卷
所
收
）
、
茲
に
は

始
皇
帝
と
張
騫
と
の
事
蹟
を
掲
載
す
る
こ
と
を
省
略
し
て
、
直
に
第
四
の
諸
葛

亮
、
即
ち
諸
葛
孔
明
の
事
蹟
を
紹
介
す
る
。

　
一
體
支
那
人
に
は
表
裏
が
多
い
。
看
板
と
實
際
と
は
大
抵
一
致
せ
ぬ
。
彼
國

の
梁
啓
超
の
如
き
も
、
支
那
通
有
の
一
缺
點
と
し
て
、
好
僞
を
擧
げ
て
居
る
。

古
來
有
名
な
支
那
の
政
治
家
や
軍
人
を
見
渡
し
て
も
、
心
と
口
と
、
口
と
行
と

は
、
別
々
と
な
つ
て
居
て
、
人
の
反
感
を
そ
そ
る
樣
な
人
物
が
多
い
。
こ
の
間

に
在
つ
て
、
獨
り
諸
葛
亮
の
み
は
至
誠
一
貫
し
て
、
そ
の
行
動
に
一
點
の
不
純

を
も
認
め
ぬ
。
誰
人
と
雖
ど
も
諸
葛
亮
に
は
深
厚
な
る
同
情
を
起
し
、
又
誰
人

で
も
諸
葛
亮
か
ら
は
至
大
な
る
教
訓
を
受
け
る
こ
と
が
出
來
る
。
從
つ
て
古
來
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人
物
評
を
す
る
學
者
の
中
に
、
殆
ど
一
人
も
諸
葛
亮
を
非
難
し
た
者
が
な
い
。

机
上
の
書
生
論
で
、
隨
分
吹
毛
求
瘢
的
の
評
論
を
好
む
宋
の
儒
者
で
も
、
諸
葛

亮
だ
け
は
大
抵
は
無
條
件
で
奬
推
す
る
。
張
拭
（
南
軒
）
や
朱
子
の
如
き
、
皆

彼
を
推
し
て
三
代
以
後
の
第
一
人
者
と
す
る
。
支
那
人
嫌
ひ
で
有
名
な
平
田
篤

胤
の
如
き
も
、
諸
葛
亮
に
對
し
て
は
、
最
上
級
の
贊
辭
を
惜
ま
ぬ
。

　
　
此
人
生
涯
の
行
は
、
唐
人
な
が
ら
篤
胤
實
に
間
然
す
る
こ
と
能
は
ず
。
孔

　
　
子
の
後
た
つ
た
一
人
の
人
と
思
は
る
。
…
…
諸
越
人
の
言
に
、
孔
子
以
前

　
　
無
孔
子
。
孔
子
以
後
無
孔
子
と
い
つ
た
が
、
篤
胤
は
孔
子
以
後
唯
有
孔
明

　
　
と
思
は
る
る
こ
と
で
御
座
る
（
『
西
籍
概
論
』
卷
三
）
。

　
さ
て
諸
葛
亮
は
字
は
孔
明
と
い
ふ
。
瑯
邪
陽
都
人
と
い
ふ
か
ら
、
今
の
山
東

省
沂
水
縣
附
近
に
生
れ
た
の
で
あ
る
。
彼
の
兄
の
諸
葛
瑾
は
、
後
に
呉
に
仕
へ

て
大
臣
と
な
り
、
徳
行
の
高
き
人
で
、
呉
主
の
孫
權
に
信
任
せ
ら
れ
た
こ
と
、

殆
ど
劉
備
と
孔
明
の
如
き
有
樣
で
あ
つ
た
。
諸
葛
亮
は
東
漢
の
靈
帝
の
光
和
四

年
（
西
暦
一
八
一
）
に
生
れ
た
。
早
く
父
を
喪
ひ
、
從
父
の
諸
葛
玄
の
保
護
を

受
け
た
。
そ
の
從
父
が
荊
州
牧
劉
表
の
許
に
世
話
に
な
つ
た
か
ら
、
自
然
諸
葛

亮
も
亦
荊
州
に
住
む
こ
と
と
な
つ
た
。
や
が
て
從
父
の
死
後
、
彼
は
襄
陽
附
近

の
田
舍
に
退
隱
し
た
。
丁
度
そ
の
頃
劉
備
が
曹
操
の
爲
に
逐
は
れ
て
、
荊
州
の

劉
表
の
許
に
身
を
託
し
た
か
ら
、
茲
に
兩
人
接
近
の
機
會
が
出
來
た
。
か
の
有

名
な
る
草
廬
三
顧
は
、
獻
帝
の
建
安
十
二
年
（
西
暦
二
〇
七
）
即
ち
孔
明
の
二

十
七
歳
の
時
の
出
來
事
で
あ
る
。
こ
の
時
孔
明
は
早
く
已
に
天
下
三
分
の
計
畫

を
定
め
た
。
曹
操
は
最
早
天
下
の
十
の
七
を
手
に
入
れ
、
兵
士
も
多
く
物
資
も

豐
で
、
到
底
正
面
か
ら
之
に
抵
抗
し
難
い
。
孫
權
は
東
南
の
地
に
據
り
、
父
兄

三
代
の
基
礎
堅
け
れ
ば
、
之
を
味
方
に
利
用
し
て
、
巴
蜀
の
方
面
に
新
に
立
脚

地
を
求
め
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
ふ
の
で
あ
る
。

　
所
が
時
局
が
豫
期
以
上
に
切
迫
し
て
、
そ
の
翌
年
に
曹
操
が
荊
州
に
侵
入
す

る
と
同
時
に
、
劉
表
は
病
死
し
た
爲
、
荊
州
は
一
旦
曹
操
の
手
に
歸
す
る
。
劉

備
は
殆
ど
身
を
容
る
る
に
所
な
く
、
難
を
南
に
避
け
て
、
救
を
孫
權
に
求
め
る

こ
と
と
な
つ
た
。
こ
の
時
劉
備
の
使
者
と
な
つ
て
、
孫
權
を
説
服
に
出
掛
け
た

の
が
孔
明
で
あ
る
。
孔
明
が
首
尾
よ
く
孫
權
を
説
服
し
て
、
味
方
に
引
き
入
れ

た
結
果
と
し
て
、
有
名
な
赤
壁
の
戰
が
起
つ
た
。
こ
の
赤
壁
は
今
の
湖
北
省
の

嘉
魚
縣
附
近
で
、
夏
口
（
漢
口
）
の
上
流
に
當
る
。
蘇
東
坡
の
赤
壁
賦
の
赤
壁

は
夏
口
よ
り
下
流
で
、
今
の
湖
北
省
の
黄
岡
縣
に
當
る
。
故
に
蘇
東
坡
は
西
望

夏
口
と
記
し
て
居
る
。
三
國
時
代
の
赤
壁
な
ら
、
西
望
夏
口
で
な
く
、
東
望
夏

口
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
東
坡
が
歴
史
地
理
に
暗
く
し
て
誤
を
傳
へ
て
以
來
、

黄
岡
縣
の
赤
壁
が
普
通
に
古
戰
場
と
し
て
認
め
ら
る
る
樣
に
な
つ
た
。
さ
て
こ

の
赤
壁
の
戰
に
曹
操
が
失
敗
し
て
、
南
支
那
併
合
の
機
を
失
す
る
と
共
に
、
孫

權
は
揚
子
江
中
流
以
下
の
南
支
那
を
占
領
し
、
劉
備
は
や
や
後
く
れ
て
、
建
安

十
九
年
（
西
暦
二
一
四
）
に
江
を
溯
り
て
巴
蜀
を
と
り
、
か
く
て
天
下
が
三
分

し
て
、
魏
・
蜀
・
呉
三
國
鼎
立
の
姿
と
な
つ
た
。

　
劉
備
は
蜀
を
占
領
し
て
國
を
建
て
た
が
、
そ
の
整
理
が
つ
か
ぬ
中
に
、
西
暦

二
百
二
十
三
年
に
世
を
辭
し
、
十
七
歳
の
劉
禪
が
そ
の
後
を
承
け
た
。
劉
禪
は

年
も
弱



し
、
質
も
凡
庸
で
あ
つ
た
か
ら
、
劉
備
の
遺
命
を
受
け
、
後
事
を
託
さ

れ
た
、
孔
明
の
苦
勞
は
並
々
で
な
い
。
丁
度
こ
の
時
四
十
三
歳
に
な
つ
た
孔
明

は
、
丞
相
と
し
て
一
國
の
政
治
を
統
べ
、
又
益
州
牧
を
兼
ね
て
親
し
く
地
方
行

政
に
當
り
、
又
そ
の
以
前
か
ら
司
隷
校
尉
を
も
兼
ね
た
。
一
口
に
申
せ
ば
、
彼

一
人
で
總
理
大
臣
、
東
京
府
知
事
、
警
視
總
監
を
兼
務
す
る
の
で
、
そ
の
多
忙

な
る
こ
と
設
想
以
上
で
あ
る
。
殊
に
責
任
感
の
強
い
彼
は
、
決
し
て
職
務
を
忽

に
せ
ぬ
。
罰
二
十
以
上
皆
親
覽
と
い
ふ
有
樣
で
、
多
忙
以
上
の
多
忙
を
極
め
た
。

や
が
て
蜀
が
南
征
北
伐
と
軍
を
出
す
時
に
は
、
孔
明
が
必
ず
軍
を
統
率
し
た
か

ら
、
陸
軍
大
臣
に
司
令
長
官
の
職
を
兼
ね
た
譯
で
あ
る
。
從
つ
て
孔
明
は
文
字
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通
り
に
寢
食
の
暇
が
な
か
つ
た
。
之
に
就
い
て
當
時
心
あ
る
者
は
孔
明
の
過
勞

を
諫
め
た
事
も
あ
る
。
さ
れ
ど
孔
明
が
か
く
多
忙
を
極
め
ね
ば
な
ら
ぬ
已
む
を

得
ざ
る
事
情
が
あ
つ
た
。
即
ち
蜀
に
は
文
武
の
人
材
が
痛
く
缺
乏
し
て
居
つ
た
。

孔
明
一
人
は
太
陽
の
如
く
輝
い
て
居
る
が
、
そ
の
以
外
の
人
物
は
誠
に
寥
々
で

あ
る
。
軍
事
に
は
關
羽
・
張
飛
・
趙
雲
が
あ
つ
た
が
、
關
羽
や
張
飛
は
早
く
非

命
に
斃
れ
、
趙
雲
一
人
は
生
存
し
た
が
、
之
も
久
し
か
ら
ず
し
て
世
を
辭
し
、

そ
の
以
後
に
は
名
あ
る
大
將
は
殆
ど
存
在
せ
ぬ
。
文
官
の
方
は
一
層
淋
し
い
。

魏
は
流
石
に
中
原
を
領
し
て
、
人
物
雲
の
如
く
に
あ
る
。
呉
も
早
く
東
南
に
據

つ
て
、
相
當
人
物
も
集
つ
た
。
獨
り
劉
備
は
久
し
く
流
浪
生
活
を
營
ん
だ
爲
、

人
物
を
招
致
す
る
機
會
を
失
つ
た
。
最
後
に
蜀
に
根
據
地
が
出
來
た
が
、
邊
鄙

で
人
物
に
乏
し
い
。
孔
明
一
人
が
特
に
傑
出
し
て
居
つ
た
の
と
、
そ
の
他
に
人

物
が
な
か
つ
た
の
と
、
こ
の
二
理
由
が
、
勢
ひ
孔
明
を
し
て
多
忙
過
勞
に
陷
ら

し
め
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
　
諸
葛
亮
（
中
）

　
蜀
の
内
治
が
略
整
理
が
つ
く
と
、
孔
明
は
西
暦
二
百
二
十
七
年
に
、
始
め
て

魏
を
伐
つ
べ
く
出
征
す
る
。
こ
の
時
劉
禪
に
上
つ
た
の
が
、
か
の
前
出
師
表
で
、

所
謂
鬼
神
を
も
泣
か
し
む
る
と
評
さ
る
る
程
の
名
文
で
あ
る
。
字
句
に
何
等
の

技
巧
は
な
い
が
、
全
篇
赤
心
の
結
晶
で
あ
る
。
爾
來
孔
明
は
七
年
の
間
、
そ
の

死
に
至
る
間
際
ま
で
、
餘
事
を
擲
つ
て
再
三
再
四
出
征
を
續
け
た
が
、
蜀
か
ら

魏
へ
出
征
す
る
に
は
、
軍
糧
運
搬
に
想
像
以
上
の
困
難
が
あ
る
の
と
、
又
孔
明

の
計
畫
を
實
行
す
る
だ
け
の
大
將
が
不
足
し
た
等
の
原
因
で
、
十
分
の
成
功
を

見
得
ぬ
間
に
、
彼
は
出
征
の
軍
中
で
病
死
し
た
。
そ
は
西
暦
二
百
三
十
四
年
で
、

彼
の
五
十
四
歳
の
時
で
あ
つ
た
。
今
少
し
く
彼
に
年
を
假
さ
ば
と
は
、
誰
人
に

も
起
る
同
情
で
あ
る
。

　
一
體
魏
を
征
伐
す
る
こ
と
は
、
可
な
り
困
難
な
事
業
で
あ
つ
た
。
當
時
魏
の

口
數
は
四
百
五
十
萬
、
蜀
の
口
數
は
九
十
萬
で
、
蜀
の
魏
を
伐
つ
の
は
、
兵
力

・
資
力
五
倍
以
上
の
敵
を
相
手
と
す
る
譯
で
あ
る
。
當
時
か
ら
痛
く
孔
明
の
計

畫
に
反
對
し
た
人
も
あ
つ
た
。
孔
明
自
身
も
よ
く
そ
の
困
難
を
承
知
し
て
居
つ

た
。
故
に
彼
の
後
出
師
表
に
、

　
　
漢
賊
不
兩
立
。
王
業
不
偏
安
。
…
…
然
不
伐
賊
。
王
業
亦
亡
。
惟
坐
待
亡
。

　
　
孰
與
伐
之
。
…
…
臣
受
命
之
日
。
寢
不
安
席
。
食
不
甘
味
。
思
惟
北
征
。

　
　
…
…
臣
鞠
躬
盡
力
。
死
而
後
已
。
至
於
成
敗
利
鈍
。
非
臣
之
明
。
所
能
逆

　
　
覩
也
。

と
述
べ
て
居
る
。
然
ら
ば
何
が
故
に
そ
の
困
難
を
冒
し
て
北
征
を
續
け
た
か
。

そ
れ
に
は
強
い
理
由
が
あ
る
。
漢
は
東
西
を
通
じ
て
、
天
下
に
君
臨
す
る
こ
と

四
百
年
に
達
し
、
そ
の
餘
澤
は
深
く
人
心
に
浸
潤
し
て
居
る
。
劉
備
は
漢
の
疎

屬
と
し
て
、
世
人
の
彼
に
漢
の
再
興
を
期
待
す
る
も
の
多
く
、
劉
備
も
亦
漢
の

再
興
を
標
榜
し
た
。
故
に
漢
祚
を
簒
奪
し
た
魏
を
征
伐
す
る
こ
と
は
、
劉
備
に

と
つ
て
第
一
の
義
務
で
、
又
蜀
の
存
在
の
第
一
義
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
若
し

北
伐
を
中
止
し
た
な
ら
ば
、
蜀
の
存
在
が
無
意
義
と
な
る
。
殊
に
孔
明
の
立
場

か
ら
い
ふ
と
、
劉
備
が
辭
世
の
際
に
、
懇
々
彼
に
漢
業
囘
復
を
依
囑
し
、
こ
の

目
的
を
遂
行
の
爲
に
は
、
劉
禪
を
廢
し
て
も
差
支
へ
な
い
と
ま
で
極
言
し
て
居

る
。
孔
明
と
し
て
は
道
理
か
ら
い
う
て
も
、
私
情
か
ら
い
う
て
も
、
一
日
も
北

伐
を
忘
る
べ
き
で
な
い
。
魏
を
征
伐
す
る
こ
と
は
、
成
敗
利
害
を
超
越
し
た
大

問
題
で
あ
る
。
成
敗
を
度
外
視
し
て
、
一
直
線
に
道
理
に
殉
じ
、
義
務
を
果
し

た
と
い
ふ
所
に
、
孔
明
の
尊
い
人
格
が
露
は
れ
て
居
る
。
曾
子
の
所
謂
「
自
反

而
縮




。

雖
千
萬
人
吾
往
矣
」
と
は
こ
れ
で
あ
る
。

　
孔
明
の
生
涯
の
中
で
、
私
の
尤
も
感
激
に
堪
へ
ぬ
の
は
、
そ
の
草
廬
三
顧
の
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時
で
な
く
、
呉
に
使
し
て
孫
權
を
説
服
し
た
時
で
な
く
、
又
南
蠻
を
征
伐
し
て
、

孟
獲
を
七
擒
七
縱
し
た
時
で
な
く
、
實
に
成
敗
を
度
外
に
北
伐
を
實
行
し
て
、

義
務
に
殉
じ
た
時
に
在
る
。
若
し
眼
前
の
小
利
小
康
か
ら
い
へ
ば
、
蜀
の
險
阻

を
守
つ
て
、
北
伐
な
ど
を
企
て
ぬ
方
が
得
策
か
も
知
れ
ぬ
。
併
し
此
の
如
き
は

所
謂
瓦
全
で
、
蜀
の
自
殺
に
外
な
ら
ぬ
。
か
く
て
は
決
し
て
天
下
後
世
の
同
情

を
買
ふ
事
が
出
來
ぬ
。
後
世
ま
で
蜀
に
同
情
者
の
多
い
所
以
は
、
利
害
を
離
れ

て
名
分
に
殉
し
た
か
ら
で
あ
る
。
西
晉
の
陳
壽
の
『
三
國
志
』
に
は
、
魏
を
正

統
と
し
て
あ
る
が
、
東
晉
の
習
鑿
齒
以
來
、
之
に
反
對
し
て
蜀
を
正
統
に
推
す

學
者
が
多
く
、
南
宋
以
後
支
那
の
歴
史
は
、
蜀
を
正
統
に
、
魏
を
閏
位
に
置
く

こ
と
に
一
定
し
た
。
正
統
論
は
力
の
大
小
に
よ
る
の
で
な
く
、
理
の
當
否
に
據

る
べ
き
も
の
で
あ
る
。M

ight

以
上
に
重
き
をR

ight

に
置
く
正
統
論
は
、
世

道
人
心
に
大
な
る
影
響
を
及
ぼ
し
て
居
る
。
わ
が
『
神
皇
正
統
記
』
も
そ
の
影

響
を
受
け
て
現
は
れ
た
も
の
で
あ
る
。
孔
明
の
北
伐
は
こ
の
正
統
論
の
基
礎
を

置
い
た
も
の
で
、
か
か
る
重
大
な
る
影
響
を
、
千
歳
の
後
に
及
ぼ
し
た
こ
と
を
、

記
憶
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
諸
葛
亮
（
下
）

　
終
に
の
ぞ
ん
で
孔
明
の
人
物
に
つ
い
て
、
二
三
の
管
見
を
加
へ
た
い
。

　
（
Ⅰ
）
至
誠
忠
義

　
支
那
は
古
來
革
命
の
國
で
、
君
位
の
分
は
定
ま
つ
て
居
ら
ぬ
。
『
左
傳
』
に

も
君
臣
無
常
位
と
見
え
て
居
る
。
今
日
の
臣
下
も
、
明
日
の
君
上
と
な
り
得
る

國
柄
で
あ
る
。
從
つ
て
支
那
の
君
主
は
、
赤
心
を
臣
下
の
腹
中
に
置
く
こ
と
が

六
ケ
敷
い
。
絶
え
ず
臣
下
に
對
し
て
、
猜
疑
警
戒
の
眼
を
見
張
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。

從
つ
て
君
臣
の
間
、
水
魚
の
如
し
と
い
ふ
場
合
は
、
殆
ど
絶
無
に
近
い
。
寛
仁

大
度
と
評
せ
ら
れ
る
漢
の
高
祖
す
ら
、
そ
の
功
臣
を
殺
戮
し
て
、
身
の
安
全
を

圖
る
と
い
ふ
有
樣
で
あ
る
。
所
が
獨
り
劉
備
と
孔
明
と
の
間
は
、
水
魚
そ
の
儘

で
あ
つ
た
。
こ
は
劉
備
の
至
徳
に
も
よ
る
が
、
同
時
に
孔
明
の
誠
忠
に
も
よ
る

こ
と
と
思
ふ
。

　
そ
れ
よ
り
も
一
層
感
心
に
堪
へ
ぬ
の
は
、
劉
禪
と
孔
明
と
の
關
係
で
あ
る
。

劉
備
が
そ
の
死
に
臨
み
、
孔
明
に
後
事
を
託
し
た
時
に
、
「
嗣
子
可
輔
輔
之
。

如


其
不
可
。
君
可
自
取
」
と
い
ひ
、
又
劉
禪
に
對
し
て
は
、
汝
事
丞
相
（
孔
明
）

如
父
と
申
渡
し
て
居
る
。
劉
禪
時
代
に
蜀
の
全
權
は
、
孔
明
一
人
の
手
に
歸
し

た
。
支
那
の
國
情
で
は
、
か
か
る
場
合
に
權
臣
が
臣
節
を
完
く
す
る
こ
と
が
甚

だ
六
ケ
敷
い
。
權
臣
自
身
は
臣
節
を
完
く
す
る
積
り
で
も
、
そ
の
周
圍
の
者
が

許
さ
ぬ
。
北
宋
の
太
祖
が
そ
の
近
衞
の
大
將
の
石
守
信
に
對
し
て
、
「
麾
下
欲

富
貴
。
一
旦
有
以
黄
袍
加
汝
身
。
汝
雖
欲
不
爲
。
其
可
得
乎
」
と
警
戒
し
た
の

は
、
支
那
の
國
情
か
ら
觀
て
無
理
な
ら
ぬ
警
戒
で
あ
る
。
所
謂
主
幼
に
し
て
國

疑
ふ
時
代
に
は
、
聖
人
と
仰
が
れ
る
周
公
す
ら
、
野
心
あ
り
と
流
言
を
立
て
ら

れ
た
で
な
い
か
。
白
樂
天
の
い
は
ゆ
る
周
公
恐
懼
流
言
日
と
は
そ
れ
で
あ
る
。

然
る
に
孔
明
に
對
し
て
は
、
一
度
も
か
か
る
惡
評
が
立
た
な
か
つ
た
。
か
か
る

場
合
に
處
し
て
、
完
全
に
臣
節
を
盡
し
得
た
者
は
、
支
那
で
は
古
今
殆
ど
孔
明

一
人
と
申
し
て
も
よ
い
位
で
あ
る
。
之
が
孔
明
の
至
誠
忠
義
の
人
た
る
結
果
に

外
な
ら
ぬ
。

　
（
Ⅱ
）
公
平
無
私

　
『
三
國
志
』
の
著
者
陳
壽
は
、
孔
明
の
政
治
振
に
就
い
て
、
次
の
如
く
評
し

て
居
る
。

　
　
諸
葛
亮
之
爲
相
國
也
。
撫
百
姓
示
儀
軌
。
開
誠
心
布
公
道
。
盡
忠
益
時
者
。

　
　
雖
讐
必
賞
。
犯
法
怠
慢
者
。
雖
親
必
罰
。
…
…
善
無
微
而
不
賞
。
惡
無
纖

　
　
而
不
貶
。
…
…
刑
政
雖
峻
、
而
無
怨
者
。
以
其
用
心
平
、
而
勸
戒
明
也
。
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こ
の
陳
壽
は
も
と
蜀
の
人
で
、
そ
の
父
の
時
代
か
ら
、
種
々
の
事
情
で
、
諸

葛
一
家
に
對
し
て
、
餘
り
好
い
感
情
を
も
た
ぬ
筈
の
人
で
あ
る
か
ら
、
寧
ろ
孔

明
を
實
際
以
上
に
貶
し
て
も
、
實
際
以
上
に
褒
め
る
こ
と
の
な
い
人
で
あ
る
が
、

そ
の
陳
壽
の
評
に
し
て
右
の
如
く
で
あ
る
。

　
孔
明
は
必
罰
主
義
で
隨
分
人
を
罰
し
た
が
、
決
し
て
そ
れ
等
の
人
々
か
ら
怨

を
受
け
ぬ
の
み
か
、
却
つ
て
心
服
さ
れ
て
居
つ
た
。
そ
れ
は
彼
に
暖
い
涙
が
あ

つ
た
か
ら
で
あ
る
。
彼
は
第
一
囘
の
北
伐
の
時
に
、
大
將
の
馬
謖






が
彼
の
指
揮

に
違
背
し
て
敗
軍
し
た
罪
を
正
す
べ
く
、
之
を
誅
戮
し
た
。
馬
謖
は
孔
明
の
尤

も
親
愛
し
た
軍
人
で
、
馬
謖
自
身
も
明
公
（
孔
明
）
視
謖
猶
子
、
謖
視
明
公
猶

父
と
申
し
て
居
る
。
眞
に
父
子
同
樣
の
間
柄
で
あ
つ
た
。
併
し
法
の
前
に
は
私

情
を
容
れ
ぬ
。
孔
明
は
馬
謖
の
罪
を
正
し
た
後
ち
、
泣
い
て
そ
の
靈
を
祭
り
、

又
よ
く
そ
の
遺
族
を
保
護
し
た
。

　
孔
明
は
又
廖
立
と
い
ふ
官
吏
を
罪
し
て
、
身
分
を
平
民
に
下
げ
て
、
遠
隔
の

地
へ
流
謫
し
た
。
又
李
平
と
い
ふ
兵
糧
方
の
總
大
將
の
不
都
合
を
責
め
て
、
こ

の
人
を
も
流
謫
し
た
。
こ
の
二
人
は
孔
明
の
死
を
聞
い
て
、
何
れ
も
悲
泣
し
、

殊
に
李
平
の
如
き
は
、
悲
嘆
の
餘
り
、
遂
に
病
を
發
し
て
死
ん
だ
と
傳
へ
ら
れ

て
居
る
。
此
の
如
き
は
畢
竟
孔
明
の
所
置
に
一
點
の
私
心
が
な
く
、
罰
せ
ら
れ

た
者
も
得
心
し
て
、
罪
に
服
し
た
か
ら
で
あ
る
。

　
『
孟
子
』
の
盡
心
章
上
に
、
「
以
佚
道
使
民
。
雖
勞
不
怨
。
以
生
道
殺
人
。

雖
死
不
怨
殺
者
」
と
述
べ
て
居
る
が
、
そ
の
道
理
を
事
實
の
上
で
立
證
し
た
も

の
は
孔
明
で
あ
る
。
孔
明
に
よ
つ
て
孟
子
の
所
説
の
眞
理
な
る
こ
と
が
證
明
さ

れ
る
。
政
治
の
眞
諦
は
古
今
同
一
で
あ
る
。
今
日
わ
が
國
の
政
治
家
に
も
、
こ

の
佚
道
と
生
道
と
を
忘
れ
ぬ
樣
に
心
掛
け
て
貰
ひ
た
い
も
の
と
思
ふ
。

　
（
Ⅲ
）
清
廉
寡
欲

　
『
三
國
志
』
の
諸
葛
亮
傳
に
、

　
　
初
亮
自
表
後
主
（
劉
禪
）
曰
。
成
都
有
桑
八
百
株
。
薄
田
十
五
頃
。
子
弟

　
　
衣
食
。
自
有
餘
饒
。
…
…
不
別
治
生
以
長
尺
寸
。
若
臣
死
之
日
。
不
使
内

　
　
有
餘
帛
。
外
有
贏
財
。
以
負
陛
下
。
及
卒
如
其
所
言
。

と
見
え
て
居
る
。
孔
明
は
十
餘
年
の
間
、
蜀
の
全
權
を
握
つ
て
居
つ
た
。
發
財

蓄
積
意
の
儘
で
あ
る
。
た
と
ひ
彼
自
身
進
ん
で
富
を
求
め
ず
と
も
、
周
圍
か
ら

不
知
不
識
の
裡
に
、
富
を
齎
ら
し
易
い
。
然
も
孔
明
の
清
廉
右
の
如
く
で
あ
る
。

孔
明
の
如
き
清
廉
の
人
物
は
、
廣
く
世
界
を
見
渡
し
て
も
、
餘
り
類
多
く
な
か

ら
う
と
思
は
れ
る
が
、
殊
に
生
命
よ
り
財
寶
を
大
切
に
す
る
程
、
利
慾
心
の
強

い
支
那
人
の
間
に
在
つ
て
、
孔
明
の
清
廉
は
、
一
層
の
光
輝
を
發
揚
す
る
筈
と

思
ふ
。
（
大
正
十
二
年
四
月
二
十
一
日
乃
至
六
月
二
十
日
大
阪
懷
徳
堂
講
演
）
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